
石
田　
　

弘（
鹿
児
島
市
）

上
村　

成
彦（
御
陵
下
町
）

小
倉　

廣
丸（
隈
之
城
町
）

有
村　

貢（
隈
之
城
町
）

川
添　

琢
郎（
樋
脇
町
）

上
村　

芳
記（
東
向
田
町
）

長
樂　

謙
輔（
御
陵
下
町
）

瀬
口　

康
隆（
東
郷
町
）

古
賀　

玉
樹（
向
田
本
町
）

高
畠　

美
子（
網
津
町
）

西
薗　

貞
男（
里
町
）

内
山　

朝
子（
平
佐
町
）

下
野　

千
代
男（
下
甑
町
）

別
府　

則
夫（
田
海
町
）

鍋
島　

昭
博（
横
馬
場
町
）

安
藤　

睦
子（
西
開
聞
町
）

田
中　

美
生（
入
来
町
）

右
田　

陽
子（
入
来
町
）

島
田　

達
雄（
上
川
内
町
）

愛
甲　

武
正（
湯
島
町
）

田
代　

ミ
ド
リ（
東
開
聞
町
）

樗
木　

實
夫（
宮
崎
町
）

冨
永　

征
子（
東
郷
町
）

今
村　

熙
代（
御
陵
下
町
）

今
村　

富
子（
樋
脇
町
）

高
橋　

洋
治（
樋
脇
町
）

【
産
業
経
済
部
門
】

長
屋　

初
男（
宮
崎
町
）

中
能　

重
行（
上
甑
町
）

大
重　

玄
正（
下
甑
町
）

南　
　

久
司（
下
甑
町
）

小
村　

庄
昌（
鹿
島
町
）

山
﨑　

一
美（
祁
答
院
町
）

富
田　

德
政（
下
甑
町
）

手
打　

一
也（
西
方
町
）

北
野　

四
郎（
東
郷
町
）

濵
田　

重
人（
青
山
町
）

知
識　

正
倫（
西
開
聞
町
）

❻広報薩摩川内　2009.11.10❼ 2009.11.10　広報さつませんだい

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

　

10
月
10
日（
土
）、
川
内
文
化
ホ
ー

ル
で
、
薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
５
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、｢

薩
摩
川

内
市
５
年
の
歩
み｣

の
ビ
デ
オ
放
映
、

陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊
に
よ
る
祝

賀
演
奏
、
そ
し
て
、
市
民
歌
作
曲
者

の
吉
俣
良
氏
が
指
揮
を
と
り
、
地
元

合
唱
団
に
よ
る
市
民
歌
が
初
め
て
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、

市
政
功
労
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
衆

議
院
議
員
松
下
忠
洋
氏
ら
来
賓
か
ら

の
祝
辞
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
は
市
内
ホ
テ
ル
で

交
流
会
が
行
わ
れ
、
吉
俣
良
氏
に
よ

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」の

テ
ー
マ
曲
な
ど
の
ピ
ア
ノ
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
地
方
自
治
部
門
】

田
島　

春
良（
樋
脇
町
）

柏
木　

謙
一（
湯
田
町
）

寺
𦚰　

幸
一（
御
陵
下
町
）

種
田　

弘
二
郎（
入
来
町
）

大
毛　

次
生（
下
甑
町
）

若
松　

隆
久（
田
海
町
）

折
小
野　

工
旗
郎（
樋
脇
町
）

宮
下　

彦
衞（
上
甑
町
）

橋
野　

昭
麿（
鹿
島
町
）

政
井　

義
一（
東
開
聞
町
）

48
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
団
体
）

【
教
育
文
化
部
門
】

小
ヶ
倉　

靖
郎（
平
佐
町
）

石
塚　

勝
郎（
鹿
児
島
市
）

福
元　

忠
良（
宮
内
町
）

林　
　

兵
三（
祁
答
院
町
）

園
田　

ク
ミ（
平
佐
町
）

赤
﨑　

ツ
ギ
子（
大
小
路
町
）

満
重　

三
千
雄（
大
小
路
町
）

金
津　

勝
良（
百
次
町
）

上
野　

篤
雄（
入
来
町
）

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

保
存
会（
団
体
）

【
社
会
福
祉
部
門
】

植
村　

ふ
よ（
勝
目
町
）

富
岡　

邦
子（
冷
水
町
）

是
枝　

久
枝（
上
甑
町
）

鬼
塚　

幸
造（
樋
脇
町
）

宮
野　

イ
ネ
子（
下
甑
町
）

米
滿　

勝
之（
久
見
崎
町
）

濵
口　

充
郎（
上
甑
町
）

野
島　

弘
文（
向
田
本
町
）

屋
久　

桃
江（
陽
成
町
）

東　
　

洋
子（
尾
白
江
町
）

小
村　

サ
ワ
子（
上
甑
町
）

市制施行市制施行 交流と躍動　輝け未来へ
 薩摩川内

交流と躍動　輝け未来へ
　薩摩川内 特

集
市制施行市制施行特

集
市制施行市制施行 交流と躍動　輝け未来へ

 薩摩川内
交流と躍動　輝け未来へ

　薩摩川内 特
集

市制施行市制施行特
集

　
　
　

�
本
庁
と
甑
島
地
域
4
支
所
を
結
ぶ
光
ケ
ー

ブ
ル
開
通

　
　
　
第
21
回
全
国
健
康
福
祉
祭
か
ご
し
ま
大
会

　
　
　

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８
開
催

（
弓
道
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
将
棋
会
場
）

11
月　

�

第
２
代
薩
摩
川
内
市
長
に
岩
切
秀
雄
氏
就

任
、
市
議
会
議
員
34
名
就
任

　
　
　

�

副
市
長
２
人
制
を
導
入（
向
原
翼
氏
、
知

識
博
美
氏
）�　

  

平
成
21
年　

１
月　

�

九
州
電
力
よ
り
川
内
原
子
力
発
電
所
３
号

機
増
設
の
申
し
入
れ

２
月　

�

上
甑
町
の
浦
内
湾
で
大
規
模
な
副
振
動
が

発
生

３
月　

�

丸
山
自
然
公
園
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
が
完

成

　
　
　

�

樋
脇
高
校
・
入
来
商
業
高
校
閉
校　
統
合

さ
れ
、
川
薩
清
修
館
高
校
へ

４
月　

�

市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
小
中
一
貫
教
育

が
開
始

　
　
　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
本
部
が
設
置

６
月　
薩
摩
川
内
市
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

　
　
　

�

鹿
島
地
域
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
２
０
０
０
日
達
成

　
　
　
鹿
島
町
で
恐
竜
の
化
石
を
発
見

７
月　

�

甑
島
ア
ー
ト
展
「
甑
島
で
、
つ
く
る
。」

が
活
力
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
団
体
表
彰

で
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
く

10
月　

�

市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

12
月　

�

薩
摩
川
内
市
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー｢

薩
摩

川
内
よ
か
ま
ち･

き
や
ん
せ
倶
楽
部｣

開

設

  

平
成
19
年

２
月　

�

藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
事
業
着
手
式（
国
土
交

通
大
臣
出
席　
甑
島
）

３
月　

�

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
・
川
内
道
路
開

通
式

　
　
　
東
京
事
務
所
閉
所

４
月　

�

副
市
長
制
の
導
入
、会
計
管
理
者
の
設
置
、

本
庁
課
内
グ
ル
ー
プ
制
導
入
、
産
業
振
興

体
制
の
充
実（
農
林
水
産
部･

商
工
観
光

部
）

　
　
　
提
案
公
募
型
補
助
金
を
創
設

　
　
　
薩
摩
川
内
市
商
工
会
開
所
式

５
月　

�

県
が
川
永
野
地
区
を
公
共
関
与
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
候
補
地
に
決
定

６
月　

�

京
セ
ラ
㈱
鹿
児
島
工
場
第
19
工
場
新
設
立

地
協
定
式

10
月　
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
完
工
式

11
月　

�

総
務
大
臣
と
の
く
る
ま
ざ
対
話
IN
鹿
児
島

（
総
務
大
臣
が
甑
島
訪
問
）

12
月　
北
部
循
環
バ
ス
出
発
式

  

平
成
20
年

３
月　

�

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
が
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　
　
　

�

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道･

川
内
隈
之
城

道
路
着
工
式

４
月　
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
薩
摩
川
内
設
立

７
月　

�

甑
島
の
ト
シ
ド
ン
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
候
補
に
決
定

９
月　

�

県
が
川
永
野
地
区
を
公
共
関
与
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
整
備
地
に
決
定

10
月　

�

薩
摩
川
内
市
自
治
基
本
条
例
お
よ
び
薩
摩

川
内
市
議
会
基
本
条
例
施
行

●
市
政
功
労
者●市民歌に込められた思いは

　�　自然豊かなまち「さつませんだい」の明るさ
を出しつつ、　人の優しさを込めた上に、少し
だけ力強さも入れたいなという気持ちで作りま
した。

●吉俣さんから見た「薩摩川内」の印象は
　�　昔来てたときから川内川が印象的で、自然が
豊かな、とても印象がいい場所です。

●今後の薩摩川内市に期待することは
　�　今ある自然を活かしつつ、ここで生まれ育っ
た人たちが都会に出たとしても、もう一度地元
に帰ってきて、また暮らしたいと思えるまちづ
くりをしていってくれたら、もっともっと発展
するでしょうし、時代の波にのみ込まれてもら
いたくないという気持ちがあります。

1959 年鹿児島市生まれ
1977年進学のため上京。大学在学中より、
プロとして本格的に活動を始める。
作曲・編曲家としての活動のほか、近年
はソロコンサートやオーケストラとの共
演など、活動の場を広げている。
主な作品　ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」
　　　　　「Ｄｒ．コトー診療所」
　　　　　ＮＨＫ朝の連続テレビ小説

　　　　　「こころ」
　　　　　映画「引き出しの中の

ラブレター」ほか

市民歌「輝け未来へ」作曲者
吉俣良さんインタビュー

  吉俣良さんプロフィール




